
 

様式第１号 

  ２０１９年７月１２日 

 

 文部科学大臣 殿 

 

〔設置者の名称〕     学校法人電波学園 

 

〔代表者の役職〕理事長 〔代表者の氏名〕 小川 明治  

 

 

大学等における修学の支援に関する法律第７条第１項の確認に係る申請書 

 

○申請者に関する情報 
大学等の名称 愛知工科大学 

大学等の種類 
（いずれかに○を付すこと） 

（大学・短期大学・高等専門学校・専門学校） 

大学等の所在地 愛知県蒲郡市西迫町馬乗 50-2 

学長又は校長の氏名 安田 孝志 

設置者の名称 学校法人電波学園 

設置者の主たる事務所の所在地 愛知県名古屋市熱田区神宮 4-7-21 

設置者の代表者の氏名 小川 明治 

申請書を公表する予定のホーム

ページアドレス 
https://www.aut.ac.jp/univ/outline/disclosure/ 

 
 大学等における修学の支援に関する法律（以下「大学等修学支援法」という。）

第７条第１項の確認を申請します。 
 
※ 以下の事項を必ず確認の上、すべての□にレ点（☑）を付けて下さい。  
☑ この申請書（添付書類を含む。）の記載内容は、事実に相違ありません。 
 
 
☑ 確認を受けた大学等は、大学等修学支援法に基づき、基準を満たす学生等を

減免対象者として認定し、その授業料及び入学金を減免する義務があること

を承知しています。 
 
☑ 大学等が確認を取り消されたり、確認を辞退した場合も、減免対象者が卒業

するまでの間、その授業料等を減免する義務があることを承知しています。 
 
☑ この申請書に虚偽の記載をするなど、不正な行為をした場合には、確認を取

り消されたり、交付された減免費用の返還を命じられる場合があるとともに、

減免対象者が卒業するまでの間、自らが費用を負担して、その授業料等を減免

する義務があることを承知しています。 
 
☑ 申請する大学等及びその設置者は、大学等修学支援法第７条第２項第３号

及び第４号に該当します。 



  

○各様式の担当者名と連絡先一覧 
様式番号 所属部署・担当者名 電話番号 電子メールアドレス 

第１号 
事務局庶務課 

松本 吉生 
0533-68-1135 shomu@aut.ac.jp 

第２号の１ 
学務部学務課 

村田 幸蔵 
0533-68-1135 gakumu@aut.ac.jp 

第２号の２ 
事務局庶務課 

松本 吉生 
0533-68-1135 shomu@aut.ac.jp 

第２号の３ 
学務部学務課 

村田 幸蔵 
0533-68-1135 gakumu@aut.ac.jp 

第２号の４ 
事務局庶務課 

松本 吉生 
0533-68-1135 shomu@aut.ac.jp 

 

 

○添付書類 
 
※ 以下の事項を必ず確認し、必要な書類の□にレ点（☑）を付けた上で、これ

らの書類を添付してください。（設置者の法人類型ごとに添付する資料が異な

ることに注意してください。） 

 

「⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置」関係 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の一覧表《省令で定める単位数等の

基準数相当分》 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定

める単位数等の基準数相当分》 
 

「⑵-①学外者である理事の複数配置」関係 
 
☑ 《一部の設置者のみ》大学等の設置者の理事（役員）名簿 
 

「⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人材の複数配置」関係  
□ 《一部の設置者のみ》大学等の教育について外部人材の意見を反映すること

ができる組織に関する規程とその構成員の名簿 

 

「⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表」関係 
 
☑ 客観的な指標に基づく成績の分布状況を示す資料 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）【再掲】 
 

その他 
 
☑ 《私立学校のみ》経営要件を満たすことを示す資料 
 
☑ 確認申請を行う年度において設置している学部等の一覧 



 

（添付書類）経営要件を満たすことを示す資料 
学校名 愛知工科大学 

設置者名 学校法人電波学園 

 

 

Ⅰ 直前３年度の決算の事業活動収支計算書における「経常収支差額」の状況 
 経常収入(A) 経常支出(B) 差額(A)-(B) 

申請前年度の決算 9,980,065,419 円 8,399,605,791 円 1,580,459,628 円 

申請２年度前の決算 9,600,936,951 円 8,400,800,917 円 1,200,136,034 円 

申請３年度前の決算 9,224,261,848 円 8,656,884,709 円 567,377,139 円 

 

 

Ⅱ 直前の決算の貸借対照表における「運用資産－外部負債」の状況 
 運用資産(C) 外部負債(D) 差額(C)-(D) 

申請前年度の決算 48,419,703,075 円 398,719,629 円 48,020,983,446 円 

 

 

Ⅲ 申請校の直近３年度の収容定員充足率の状況 
 収容定員(E) 在学生等の数(F) 収容定員充足率

(F)/(E) 

今年度（申請年度） 970 人 786 人 81％ 

前年度 990 人 708 人 71％ 

前々年度 990 人 623 人 62％ 

 

 

（Ⅱの補足資料）「運用資産」又は「外部負債」として計上した勘定科目一覧 
 

○「運用資産」に計上した勘定科目 

勘定科目の

名称 

資産の内容 申請前年度の決算に

おける金額 

なし  円 

  円 

  円 

 

○「外部負債」に計上した勘定科目 

勘定科目の

名称 

負債の内容 申請前年度の決算に

おける金額 

なし  円 

  円 

  円 

 

 



  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 愛知工科大学 
設置者名 学校法人電波学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

工学部 

機械システム工

学科 

夜 ・

通信 
24 

－ 

21 45 13  

電子制御・ロボッ

ト工学科 

夜 ・

通信 
34 58 13  

情報メディア学

科 

夜 ・

通信 
22 19 41 13  

機械システム工

学科１級自動車

整備士養成課程 

夜 ・

通信 
－ － 53 53 13  

（備考） 

２０１９年度生教育課程による。 

機械システム工学科１級自動車整備士養成課程は、３年次編入による履修 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
大学ホームページ－キャンパスライフ－授業・行事予定･学生便覧－学生便覧・講義

要項   （https://www.aut.ac.jp/univ/campuslife/class/handbook.html） 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 愛知工科大学 
設置者名 学校法人電波学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
学校法人電波学園公式 Web サイト－学園の概要－財務情報－平成３０年度事業報告

書  （http://www.denpa.jp/upload/pdf/houkoku_2018.pdf） 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 弁護士 
H27.10.1～ 

R1.09.30 
労務・法務担当 

非常勤 税理士 
H27.10.1～ 

R1.09.30 
財務担当 

（備考） 

学外理事は、上記のほか２名いる。 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 愛知工科大学 

設置者名 学校法人電波学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

各学科は、学部のカリキュラム・ポリシーをうけて、学科の学びと育てる人材像

に向けたカリキュラム・ポリシーを設定し、学生の成長モデルに基づき、各学年に

対して教育課程編成方針をまとめ、講義概要に示している。 

 教育課程編成の検討と具体化にあたり、基本方針を教育改革推進会議での審議に

おいて確認し、進めている。教育課程編成においては、共通教育課程は総合教育セ

ンターが、専門教育課程は各学科がそれぞれ担っている。具体的な教育課程編成に

ついては、教務委員会で審議・確認し、実行に移している。 

シラバスについては、次の手順で、作成及びチェックを行っている。 

①学務課より科目担当教員に作成を依頼する。 

②科目担当教員は、シラバスとチェックシートを印刷し、他の教員にチェックを

依頼する。 

③シラバスのチェック者は、チェック結果をチェックシートに記載し、シラバス

とチェックシートを科目担当教員に返却する。 

④修正事項があった場合、科目担当教員は修正し上記②を行う。修正事項がなけ

れば、すべての修正履歴を綴じてシラバスとチェックシートを学科の教務委員

に提出する。 

⑤学務課教員は、学科全体のシラバスをチェックし、不備があれば修正を指示す

る。 

シラバスの公表については、入学時オリエンテーション、在学生オリエンテーシ

ョン時に「学生便覧・講義概要」として冊子にして配布している。また、大学のホ

ームページに公表している。 

  

授業計画書の公表方法 

大学ホームページ－キャンパスライフ－授業・行事予定･学

生便覧－学生便覧・講義要項    

（https://www.aut.ac.jp/univ/campuslife/class/

handbook.html） 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 



  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

単位認定、進級判定、卒業認定、修了認定は規定されている各基準条件に基づき

運用されている。具体的には、以下のとおりである。 

単位認定は、各科目教員がシラバスで示した成績判定基準に基づき「意欲」「人

間性」「能力」を評価し、「能力」に配分した割合の６割以上を満たし、総合で６

０点以上の者を単位認定している。各科目の担当教員は科目成績書提出にあたり、

受講生それぞれの３要件の評価点を記載したものを学務課に提出している。 

進級判定は、単位修得状況をまとめ、進級に必要な単位条件をもとに条件を満た

しているかの一覧表を学務課が作成し、教授会で進級判定を行っている。判定会議

において、担任は進級条件を満たさない学生の状況を必要に応じて説明している。 

講義概要において、各科目の学修及び毎回の学びでの到達目標、学習方法、成績

評価方法などを明示しており、科目学修で到達目標を意識して学修修得することを

目指す。具体的には、各科目担当者は科目ごとに３要件貢献度配分を設定し、各要

件の評価項目と比率（例えば、３要件貢献度配分意欲４０％、人間性３０％、能力

３０％。各要件の評価項目比率意欲＜ワークシート取り組み１０％、授業での問題

への取り組み姿勢３０％＞、人間性＜協同学習の関わり３０％＞、能力＜小テスト

１０％、定期試験２０％＞）を講義概要に示している。 

成績評価は、３要件の修得度をそれぞれ評価し、能力配分の６０％以上を満た

し、総合的評価にて６０点以上の場合に単位を与える。これは、単に定期試験のみ

で６０点を取得しても単位は得られない事を示している。 

 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

成績評価は、平成２７（２０１５）年度からＧＰＡを採用している。ＧＰＡは、

学生便覧・講義概要に示している。ＧＰＡは以下の評価式を用いている。 

 

 ＧＰＡ＝（履修登録した授業科目の単位数×当該授業科目のＧＰ）の総和／履修

登録した授業科目の単位数の合計 

 

  評語に対するＧＰ 

合否区分 素点 評語 評価点（ＧＰ） 

合格 

100 点～90 点 秀 ４ 

89 点～80 点 優 ３ 

79 点～70 点 良 ２ 

69 点～60 点 可 １ 

不合格 59 点以下 不可 ０ 
 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

大学ホームページ－キャンパスライフ－授業・行事予定･学

生便覧－学生便覧・講義要項－ＧＰＡについて 

（ https://www.aut.ac.jp/univ/campuslife/class/handbo

ok.html 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

愛知工科大学の卒業の認定に関する方針は以下のとおりである。 

工学部の卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー） 

本学の教育課程を修了し、教育目標「自立と夢の実現」達成の基本的要件であ

る「意欲」と「人間性」と「能力」をバランスよく向上させ、総合力と実践

力、あわせて設計力と製作力を身に付けた者に対して学位授与を行います。 

 また、各学科の卒業の認定に関する方針は以下のとおりである。 

■機械システム工学科 

機械システム工学科の教育課程を修了し、機械技術者として必要となる多くの

人々と協力や協調して作業ができ、機械の企画･設計･開発･製造などの基礎技術や

考え方を修得し、「意欲」と「人間性」と「能力」のバランスある向上を果た

し、実践力・設計力および製作力を身につけた者に対して学位授与を行います。

またＩｏＴモノづくりコースに特別選抜され指定された科目を修得した者に対し

てＩｏＴモノづくりコース修了証を授与します。 

■機械システム工学科 一級自動車整備士養成課程 

機械システム工学科の一級整備士養成課程を修了し、自動車技術者として必

要となる多くの人々と協力や協調して作業ができ、自動車の企画・設計・開

発・製造などの基礎技術や考え方を修得し、「意欲」と「人間性」と「能力」の

バランスある向上を果たし、実践力・整備技術力および環境保全、自動車法令

を身につけた者に対して学位授与を行います。 

■電子制御・ロボット工学科  

学科の教育課程履修単位を修得し、共通基礎科目による専門分野の基盤をなす

基礎学力と専門教育科目による専門能力を身に付け、かつ「意欲」と「人間性」

と「能力」の３要件をバランスよく向上し、電子自動制御分野やロボット工学分

野で活躍ができる実践力・設計力および製作力を身につけた者に対して学位授与

を行います。またＩｏＴモノづくりコースに特別選抜され指定された科目を修得

した者に対してＩｏＴモノづくりコース修了証を授与します。 

■情報メディア学科  

共通教育科目、意欲喚起型科目、学科の教育課程を通して、「意欲」「人間性」

「能力」をバランスよく向上させ、情報システム開発など情報工学の分野、ある

いはコンピュータを用いたデジタルコンテンツ制作の分野で活躍できる実践力・

設計力および製作力を身に付けた者に対して学位授与を行います。またＩｏＴモ

ノづくりコースに特別選抜され指定された科目を修得した者に対してＩｏＴモノ

づくりコース修了証を授与します。 

卒業認定は、卒業研究発表会の合否判定と全体の単位修得状況をもとに行われ

る。卒業研究の合否判定は、卒業論文作成内容および卒業研究取り組みの振り返り

シートにて取り組み状況を確認したうえで、発表会での質疑応答を精査して学科の

卒業研究担当教員にて行われる。卒業判定は在籍年数を満足する修得単位数を得て

いる学生の一覧表を学科別に学務課が作成し、教授会にて卒業認定判定を行ってい

る。 

 

卒業に必要な単位要件は、以下のとおりである。 

 共通教育科目 専門教育科目 合計 

機械システム工学科 

４９単位以上 ７５単位以上 １２４単位以上 電子制御・ロボット工学科 

情報メディア学科 
 



  

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
大学ホームページ－大学概要－学士課程教育方針（ポリシ

ー）（https://www.aut.ac.jp/univ/outline/policy/） 
 



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学

校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 

学校名 愛知工科大学 

設置者名 学校法人電波学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
学校法人電波学園公式 Web サイト－学園の概要－平成３

０年度財務概要 

http://www.denpa.jp/upload/pdf/zaimu_gaiyou2018.pdf 

収支計算書又は損益計算書 
学校法人電波学園公式 Web サイト－学園の概要－平成３

０年度財務概要 

http://www.denpa.jp/upload/pdf/zaimu_gaiyou2018.pdf 

財産目録 
学校法人電波学園公式 Web サイト－学園の概要－平成３

０年度財務概要 

http://www.denpa.jp/upload/pdf/zaimu_gaiyou2018.pdf 

事業報告書 
学校法人電波学園公式 Web サイト－学園の概要－平成３

０年度事業報告書 

http://www.denpa.jp/upload/pdf/houkoku_2018.pdf 

監事による監査報告（書） 
学校法人電波学園公式 Web サイト－学園の概要－平成３

０年度財務概要 

http://www.denpa.jp/upload/pdf/zaimu_gaiyou2018.pdf 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 
単年度計画（名称：愛知工科大学 中期目標・中期計画 対象年度：2019 年度実施予定事

項） 

公表方法：大学ホームページ－大学概要－情報公開－中期目標・中期計画

（https://www.aut.ac.jp/archives/003/201905/mid-range%20target_univ2019.pdf） 

中長期計画（名称：愛知工科大学 中期目標・中期計画  対象年度：平成 28年から 6 ヵ

年計画） 

公表方法：大学ホームページ－大学概要－情報公開－中期目標・中期計画

（https://www.aut.ac.jp/archives/003/201905/mid-range%20target_univ2019.pdf） 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：大学ホームページ－大学概要－情報公開－2017 年度自己点検評価書 

（https://www.aut.ac.jp/archives/003/201904/self-examination2017.pdf） 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 



  

公表方法：大学ホームページ－大学概要－情報公開－認証評価－平成 28 年度大学機関

別認証評価 

（https://www.aut.ac.jp/univ/outline/disclosure/jihee_2016.html） 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 工学部 

教育研究上の目的（公表方法：大学ホームページ－大学概要－情報公開－教育情報の

公表－2019 年教育情報の公表 

https://www.aut.ac.jp/archives/003/201905/publish-education_univ.pdf） 

（概要） 

本学は、次に掲げる教育目標及び研究理念をもって人材の養成に関する目的及び教育

研究上の目的とする。 

■教育目標 

教育指針「心を磨き、技を極め、夢に挑む」に基づき、学生一人ひとりが夢

を持ち、社会での自立とその夢の実現に必要となる力を主体的に養い、自ら

の成長に自信を持って就職し、社会から喜ばれ歓迎される技術者となるよう

教育する。 

■研究理念 

一人ひとりの自由な発想によって学術の深奥を極めるとともに未来を創る夢

に挑み、その成果を教育及び社会に還元し工科大の使命を果たすことに努め

る。 
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：学ホームページ－大学概要－情報公開－教育情

報の公表－2019 年教育情報の公表 

https://www.aut.ac.jp/archives/003/201905/publish-education_univ.pdf） 

（概要） 

本学の教育課程を修了し、教育目標「自立と夢の実現」達成の基本的要件である

「意欲」と「人間性」と「能力」をバランスよく向上させ、総合力と実践力、あ

わせて設計力と製作力を身に付けた者に対して学位授与を行います。 

 

■機械システム工学科 

機械システム工学科の教育課程を修了し、機械技術者として必要となる多くの

人々と協力や協調して作業ができ、機械の企画･設計･開発･製造などの基礎技術や

考え方を修得し、「意欲」と「人間性」と「能力」のバランスある向上を果たし、

実践力・設計力および製作力を身につけた者に対して学位授与を行います。またＩ

ｏＴモノづくりコースに特別選抜され指定された科目を修得した者に対してＩｏＴ

モノづくりコース修了証を授与します。 

 

■機械システム工学科 一級自動車整備士養成課程 

機械システム工学科の一級整備士養成課程を修了し、自動車技術者として必

要となる多くの人々と協力や協調して作業ができ、自動車の企画・設計・開

発・製造などの基礎技術や考え方を修得し、「意欲」と「人間性」と「能力」

のバランスある向上を果たし、実践力・整備技術力および環境保全、自動車法

令を身につけた者に対して学位授与を行います。 

 

■電子制御・ロボット工学科  

学科の教育課程履修単位を修得し、共通基礎科目による専門分野の基盤をなす基

礎学力と専門教育科目による専門能力を身に付け、かつ「意欲」と「人間性］と

「能力」の３要件をバランスよく向上し、電子自動制御分野やロボット工学分野で



  

活躍ができる実践力・設計力および製作力を身につけた者に対して学位授与を行い

ます。またＩｏＴモノづくりコースに特別選抜され指定された科目を修得した者に

対してＩｏＴモノづくりコース修了証を授与します。 

 

■情報メディア学科  

共通教育科目、意欲喚起型科目、学科の教育課程を通して、「意欲」「人間性」

「能力」をバランスよく向上させ、情報システム開発など情報工学の分野、あるい

はコンピュータを用いたデジタルコンテンツ制作の分野で活躍できる実践力・設計

力および製作力を身に付けた者に対して学位授与を行います。またＩｏＴモノづく

りコースに特別選抜され指定された科目を修得した者に対してＩｏＴモノづくりコ

ース修了証を授与します。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大学ホームページ－大学概要－情

報公開－教育情報の公表－2019 年教育情報の公表 

https://www.aut.ac.jp/archives/003/201905/publish-education_univ.pdf） 

（概要） 

「意欲」「人間性」「能力」をバランス良く向上させて「総合力」を培うととも

に、この「総合力」を活かす「実践力」を身に付け、段階的に設定される実践的な

課題・実習・実験を通してモノづくりに必須となる「設計力」と「製作力」を修得

し、社会から喜ばれ歓迎される人材となるためのカリキュラムと授業内容・方法に

よる学士課程教育を行います。 

ＩｏＴモノづくりコースでは、デジタル化技術、ネットワーク化技術及びデータ

活用技術の修得に向け、各学科の教育に加え、学科横断のコースカリキュラムによ

り、ＩｏＴ課題に対する実践的なプロジェクト推進と課題解決に向けた教育課程を

編成し、行います。 

 

■機械システム工学科 

１．意欲喚起型科目（ＡＵＴ教育入門、修学形成１等）に始まり、数理基礎、

工学基礎、専門、応用各科目へと段階的・体系的に修得でき、現場対応型や

プロジェクト実習型などの実験・実習を多く取り入れた実学実践教育によっ

て「ものづくり技術の楽しさ」を体得できるようにしています。  

２．機械技術者に必要な科目の学習を通して、機械設計の考え方や理論を学

び、機械の実験や機械の実習を体得して理解を深め、主体的で積極的に行動

でき成長を実感できるようにしています。  

３．お互いに教えあう協同学習やグループ学習を取り入れた授業によって、専

門の学力を活かせる協調性や人間性を養い、「意欲」と「人間性」と「能

力」の３要件がバランスよく向上し、実践力・設計力および製作力を身に付

けた機械技術者の養成を目指しています。  

４．特別選抜コースの「ＩｏＴモノづくりコース」では、上記１～３に加え

て、ＩｏＴのコア技術であるデジタル化技術、ネットワーク化技術等を段階

的・体系的に学習することで、ＩｏＴ時代のモノづくりを担う機械設計技術

者の養成を目指しています。 

 

■機械システム工学科 一級自動車整備士養成課程 

１．問題解決型科目（総合整備実習等）に始まり、エンジン工学、自動車シス

テム工学、専門、応用各科目へと段階的・体系的に修得でき、現場対応型や

プロジェクト実習型などの実験・実習を多く取り入れた実学実践教育によっ

て「整備技術の楽しさ」を体得できるようにしています。  

２．整備技術者に必要な科目の学習を通して、自動車整備の考え方や理論を学



  

び、自動車性能実験や故障診断実習を体得して理解を深め、主体的で積極的

に行動でき成長を実感できるようにしています。  

３．お互いに教えあう協同学習やグループ学習を取り入れた授業によって、専

門の学力を活かせる協調性や人間性を養い、「意欲」と「人間性」と「能

力」の３要件がバランスよく向上し、実践力・整備技術を身に付けた自動車

技術者の養成を目指しています。   

■電子制御・ロボット工学科  

高等学校段階までの基礎学力から段階的に専門分野への知識の修得ならびに実

践的な教育を学べるように以下の教育を行います。 

１．初年次及び共通教育では、協同学習を多く取り入れた科目を通して学びに

対する意欲喚起を図るとともに、主体的な基礎素養の修得を通して自ら考え

る力の基盤を身につけます。  

２．「共通教育科目」では、基礎学力に応じたクラス編成の基に基礎学力を強

化し「専門基礎科目」との連携が図れる科目体系とし、無理なく共通教育か

ら専門基礎への修得ができるようにします。  

３．専門基礎科目群では、ＩＴ工学(Information Technology)や電気電子工

学、機械工学の原理や技術に関する専門基礎知識を修得し、複合技術の意味

を理解します。基礎科目と専門科目との関わりを持たせ、実践的な専門能力

は、課題解決型学習を取り入れた工学基礎実験とプロジェクト実習を通し

て、総合的に学習意欲の向上を図りながら習得します。  

４．専門科目群では、電子制御やロボットに関する専門技術を修得し、設計力

と応用技術力を身につけます。あわせて、座学と連携した実践的なプロジェ

クト実習によって、実践力を兼ね備えた創造力を養いながら、論理的に問題

解決を図り、モノを具現化できる製作力を身に付けていきます。ＩｏＴモノ

づくりコースの科目群では、ＩｏＴに関連する実践的な専門内容を修得し、

３学科共同型実習でＩｏＴ課題に取組み、課題解決に向けた総合力を身に付

けます。 

 

■情報メディア学科  

ＩｏＴをも視野に入れた実践力・設計力および製作力を身に付けた情報技術者

の養成を目指し、以下の教育を行います。 

１．共通教育科目、意欲喚起型科目を通して「意欲」「人間性」「能力」をバ

ランスよく向上させ、専門科目の修得に必要な基礎を身につけます。  

２．専門基礎科目群を通してコンピュータシステム、情報処理、プログラミン

グ、メディアデザインなどの基礎を学ぶとともに、演習科目、実験科目、プ

ロジェクト演習型科目を通して座学と連携させ、主体的学ぶ意欲を引き出

し、仲間と協力して課題に取り組む協調性を身につけます。  

３．専門科目群では、コンピュータの動作原理やプログラミング、ソフトウェ

ア、ネットワークといった情報工学の分野について、応用まで深く学びま

す。さらに学生の志向に応じて、コンピュータを利用した各種デジタルコン

テンツの制作手法についても学ぶことができるようにしています。  

４．ＩｏＴモノづくりコースでは上記に加え学科横断のＩｏＴコースカリキュ

ラムおよび学科の指定した関連科目を学びます。  

５．インターンシップを通して社会・産業とのつながりを学び、自立に必要な

意欲・人間性を養成します。 
 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学ホームページ－大学概要－情報公開－

教育情報の公表－2019 年教育情報の公表 

https://www.aut.ac.jp/archives/003/201905/publish-education_univ.pdf） 



  

（概要） 

様々な人と向き合って議論・交流・相互理解を行い、お互いに教えあいながら学

ぶ協同学習を通して、教育目標「自立と夢の実現」の達成に必要な力（「意欲」

「人間性」「能力」）を身に付け、自身を成長させたいという意欲と基礎学力（数

学的探求力、読解力、科学的思考力）を有する人を幅広く受け入れます。 

数学的探求力：問題の特徴を見つけ出し、関連する数学的な知識と論理能力を

使い、問題を解決できる力で、高校での数学科目群の履修・修

得を求めます。 

読解力：日本語あるいは英語のテキストを理解し、利用して、熟考できる力

で、高校での国語及び英語の履修・修得を求めます。 

科学的思考力：科学的知識を利用し、課題を明確にし、証拠に基づく結論を導

き出せる力で、高校での化学あるいは物理の履修・修得を求め

ます。 

 

 ■機械システム工学科 

１．自動車など便利な機械の設計開発や製造分野についての学習意欲と基礎学

力のある人を求めます。  

２．機械の仕組みやメカニズムを観察したり作動原理を考えたりすることに興

味があり、機械技術者に成長したいという意欲のある人を求めます。  

３．将来、モノづくり分野で協同して作業するために必要な能力をバランスよ

く向上させたいという意欲のある人を求めます。 

 

■機械システム工学科 一級自動車整備士養成課程 

二級ガソリン自動車整備士、二級ジーゼル自動車整備士の両資格を取得している

人で、下記要件を満たす人を求めます。  

１．自動車など便利な機械の整備や開発分野についての学習意欲と基礎学力の

ある人。  

２．自動車の仕組みやメカニズムを観察したり作動原理を考えたりすることに

興味があり、高度な整備技術者や開発技術者に成長したいという意欲のある

人。  

３．将来、モノづくり分野で協同して作業するために必要な能力をバランスよ

く向上させたいという意欲のある人。  

 

■電子制御・ロボット工学科  

１．自立と夢の実現を目指す本学の教育方針に向けて、自らの得意とする専門

分野での能力を伸ばしたいという意欲を持ち、そのための基礎学力のある人

を求めます。 

２．将来、広く国内外で活躍しようとする熱意と意欲を持ち、またそれを支え

る優れた人間性を兼ね備えた人を求めます。 

３．電子制御分野やロボット工学分野について学び、モノづくりを通して社会

に貢献したいと意欲をもっている人を求めます。 

 

■情報メディア学科  

１．プログラミング、ネットワーク、情報システム開発など情報通信工学の分

野、あるいはコンピュータを用いたデジタルコンテンツ制作技術の分野につ

いて学び自分を成長させたいという夢を持つ人を求めます。  

２．本学のＡＵＴ教育法に基づき自らを成長させたいという意欲を持つ人、そ

のための基礎学力のある人を幅広く求めます。 
 



  

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：大学ホームページ－大学概要－情報公開－教育情報の公表－2019 年教育情

報の公表 

（https://www.aut.ac.jp/archives/003/201905/publish-education_univ.pdf） 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 2 人 － 2 人

工学部 － 17 人 12 人 4人 10 人 1人 44 人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

0 人 36 人 36 人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：大学ホームページ－教員紹介－学科－氏名－researchmap 

（https://www.aut.ac.jp/univ/teacher/） 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

ＦＤ活動として、教育及び修学についての情報共有のための全教員を対象とした講演

会や授業改善に向けたセミナー並びに授業改善の一環として学内授業参観を行い、教員

は参観した科目担当者へコメントするとともに、自分の授業への改善に向けた方針を記

し取り組み、振り返るようにしている。 

年間を通して授業評価結果の高い教員を表彰対象（ベストレクチャラー）とし、受賞

者には授業方法をＦＤ研修として講演をしていただき、教員個々の授業改善の参考にし

ている。 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

工学部 225 人 235 人 104.4％ 970 人 786 人 81.0％ 25 人 17 人

合計 225 人 235 人 104.4％ 970 人 786 人 81.0％ 25 人 17 人

（備考） 

平成３１年度より、３年次編入学定員を機械システム工学科は３５人から２５人に、電子制御・

ロボット工学科及び情報メディア学科は５人から０人に変更した。 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

工学部 
149 人

（100.0％）

2人

（1.3％）

140 人

（94.0％）

7人

（4.7％）

合計 
149 人

（100.0％）

2人

（1.3％）

140 人

（94.0％）

7人

（4.7％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

富士機工㈱、東亞合成㈱、アルプス技研㈱、スズキ㈱、㈱アルトナー、㈱トーエネック、㈱システムリ

サーチ、富士ソフト㈱、トーエネック㈱、産業技術大学院大学 

（備考） 

 



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

工学部 
139 人

（100.0％）

100 人

（71.9％）

23 人

（16.5％）

16 人

（11.5％）

0 人

（0.0％）

合計 
139 人

（100.0％）

100 人

（71.9％）

23 人

（16.5％）

16 人

（11.5％）

0 人

（0.0％）

（備考） 

中途退学者の内訳 

     進路変更 9人、学力不足 4人、経済的理由 1人、病気療養 2人 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

各学科は、学部のカリキュラム・ポリシーをうけて、学科の学びと育てる人材象に向

けたカリキュラム・ポリシーを設定し、学生の成長モデルに基づき、各学年に対して教

育課程編成方針をまとめ、講義概要に示している。 

 教育課程編成の検討と具体化にあたり、基本方針を教育改革推進会議での審議におい

て確認し、進めている。教育課程編成においては、共通教育課程は総合教育センター

が、専門教育課程は各学科がそれぞれ担っている。具体的な教育課程編成については、

教務委員会で審議・確認し、実行に移している。 

シラバスについては、次の手順で、作成及びチェックを行っている。 

①学務課より科目担当教員に作成を依頼する。 

②科目担当教員は、シラバスとチェックシートを印刷し、他の教員にチェックを依頼

する。 

③シラバスのチェック者は、チェック結果をチェックシートに記載し、シラバスとチ

ェックシートを科目担当教員に返却する。 

④修正事項があった場合、科目担当教員は修正し上記②を行う。修正事項がなけれ

ば、すべての修正履歴を綴じてシラバスとチェックシートを学科の教務委員に提出

する。 

⑤学務課教員は、学科全体のシラバスをチェックし、不備があれば修正を指示する。 

シラバスの公表については、入学時オリエンテーション時に「講義概要」として冊子

にして配布している。また、大学のホームページに公表している。 

 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

単位認定、進級判定、卒業認定、修了認定は規定されている各基準条件に基づき運用

されている。具体的には、以下のとおりである。 

単位認定は、各科目教員がシラバスで示した成績判定基準に基づき「意欲」「人間

性」「能力」を評価し、「能力」に配分した割合の６割以上を満たし、総合で６０点以

上の者を単位認定している。各科目の担当教員は科目成績書提出にあたり、受講生それ

ぞれの３要件の評価点を記載したものを学務課に提出している。 

進級判定は、単位修得状況をまとめ、進級に必要な単位条件をもとに条件を満たして

いるかの一覧表を学務課が作成し、教授会で進級判定を行っている。判定会議におい

て、担任は進級条件を満たさない学生の状況を必要に応じて説明している。 



  

講義概要において、各科目の学修及び毎回の学びでの到達目標、学習方法、成績評価

方法などを明示しており、科目学修で到達目標を意識して学修修得することを目指す。

具体的には、各科目担当者は科目ごとに３要件貢献度配分を設定し、各要件の評価項目

と比率（例えば、３要件貢献度配分意欲４０％、人間性３０％、能力３０％。各要件の

評価項目比率意欲＜ワークシート取り組み１０％、授業での問題への取り組み姿勢３

０％＞、人間性＜協同学習の関わり３０％＞、能力＜小テスト１０％、定期試験２０％

＞）を講義概要に示している。 

成績評価は、３要件の修得度をそれぞれ評価し、能力配分の６０％以上を満たし、総

合的評価にて６０点以上の場合に単位を与える。これは、単に定期試験のみで６０点を

取得しても単位は得られない事を示している。 

 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

工学部 

機械システム工

学科 

124 単位 有・無 48 単位/年間
電子制御・ロボ

ット工学科 

情報メディア学

科 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事

項） 

公表方法：大学ホームページ－キャンパスライフ－授業・行事予定･学

生便覧－学生便覧・講義概要－ＧＰＡについて 

（https://www.aut.ac.jp/univ/campuslife/class/handbook.html） 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）

公表方法：大学ホームページ－大学概要－情報公開－成績の分布状況 

(http://www.aut.ac.jp/archives/003/201906/2019univ_bunpu.pdf）

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：大学ホームページ－大学概要―情報公開－教育情報の公表－2019 年教育情

報の公表 

(https://www.aut.ac.jp/archives/003/201905/publish-education_univ.pdf) 

 

  



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

工学部 

機械システム工学科 

電子制御・ロボット

工学科 

情報メディア学科 

1 年次 840,000 円 300,000 円 350,000 円
その他に含まれるものは、教育

充実費と施設費。 

2 年次 850,000 円 － 350,000 円
その他に含まれるものは、教育

充実費と施設費。 

3 年次 860,000 円
－ 

400,000 円
その他に含まれるものは、教育

充実費と施設費。 

4 年次 870,000 円
－ 

400,000 円
その他に含まれるものは、教育

充実費と施設費。 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

■総合教育センター 【ホール棟 2階】 受付時間 平日（月曜日～金曜日） 

                            9：00～17：00 

個別指導教員がマンツーマンで指導を行い、基礎科目についての理解や習熟度を

高めます。ほかにも授業と並行して少人数で行われる「基礎学力増強プログラ

ム」や Web による教材やコンテンツの配信など、多彩なプログラムを通して学習

支援を行っています。 

  〇個別指導 

   高校で履修していなかったり苦手意識があったりした科目が原因で、大学講義に

ついていけるか不安と期待を持つ人に家庭教師のように対応しており、勿論、進

んで学習したい人も大歓迎です。 

 〇ワンポイント特別授業 

   少人数グループを対象にして、数学や物理や英語の理解度が低そうな項目に限っ

て適宜授業を行い、理解を確実なものにしていきます。 
 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

■キャリアセンター 

○進路指導・就職支援プログラム 
クラス担任と就職指導担当教員が連携した就職指導を展開。就職セミナーや面接指

導だけでなく、個別の就職相談に応じるなど、マンツーマンの指導をおこない、学生

個々の適性と希望に応じた就職を実現しています。県外出身者に対する Uターン就職

についても万全の体制を整えています。また、学内企業説明会(企業との個別面談)で

は、本学に各企業の人事担当者を招き、企業説明を受けるとともに、学生個々の条

件、希望など、細部にわたって相談できるので、学生に大変好評です。 

○資格支援体制 

各種の資格試験、検定試験にチャレンジすることを奨励しています。 
キャリアセンターでは、就職サポートだけでなく、各種資格試験や検定試験にチャ

レンジするためのさまざまな講座も開講しています。資格取得は就職に有利なだけで

なく、将来の可能性を広げるための大きな武器となります。スキルアップや修学意欲

の高揚のためにも、さまざまな資格・検定試験にチャレンジすることを奨励していま

す。 
 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 



  

（概要） 

〇保健室 

簡単なケガや病気の応急処置を受けたり、備え付けのベッドで安静・休養をとるこ

とができる。必要に応じ、医師の診療を受けてもらったり、帰宅させたりすることが

あります。 

 〇学生相談室 

  学業や学習意欲、進路などの修学上のこと、経済的問題や家庭問題、対人問題や学

生生活における問題などについて、相談を受けサポートしています。 
 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：本学ホームページ－大学概要－情報公開－2019 年教育情報の公表  

(https://www.aut.ac.jp/archives/003/201905/publish-education_univ.pdf) 

 

 


